
主催:キッセイ薬品工業株式会社
後援:日本透析医会 / 日本透析医学会 / 日本腎臓学会

WEB講演会

COVID-19透析患者への医療については、重症化しやすい可能性があることを踏まえ、原則入院治療で対応すること
としていた。しかし現在、COVID-19透析患者が急増し、すべての患者に対する入院加療が困難な状況となっており、患
者の重症度に応じて当該施設での外来維持透析を実施せざる得ない状況である。

そこで、やむを得ず自宅待機となっているCOVID-19透析患者の外来維持透析を継続するため、透析医療機関への
患者搬送手段や中和抗体薬の投与およびその搬送手段の確保が重要となる。

現在の状況、東京都の実例を踏まえた医療提供体制の確保、透析室での感染対策について解説する。

菊地 勘 先生

医療法人社団豊済会 下落合クリニック 理事⾧・院⾧
日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会
新型コロナウイルス感染対策合同委員会 委員⾧

透析患者における新型コロナウイルス
感染症の現況と医療提供体制の確保

2022年2月19日(土)
12:30～13:30

本講演会はインターネットによるWEB講演会です。詳しい視聴方法は裏面をご覧ください。
※サイトオープンは2月15日です。

演題

演者

緊急企画!

菅野 義彦 先生

東京医科大学 腎臓内科学分野 主任教授 / 副院⾧

座⾧

中村 造 先生

東京医科大学 感染制御部 准教授

外来透析医療機関における新型コロナ
ウイルス感染症への感染対策

演題

演者



https://gjm.pw/kissei0219
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